
「
王
関
維
の
交
的
向
子
」

試
論

宮

内

保

娩
清
期
の
文
翠
界
の
動
向
が
、
「
五
回
」
期
の
文
準
革
命
の
先
制
網
的
な
一
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言
を
改
め
る
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
問
者
は
、
過
去
一
一
一
千
年
に
わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
孤
高
の
扶
態
を
た
も
っ
て
き
た
中
関
交
響
を
、
主
観
的
に
世
界
的
観
野
か
ら
眺
め
、

か
つ
世
界
女
暴
の
趨
勢
に
ゆ
だ
ね
よ
う
と
意
回
倒
し
た
離
で
、
橋
執
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
建
議
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
一
意
味
で
、
娩
清
文

率
の
性
格
を
解
明
す
る
の
は
、
そ
れ
以
降
の
中
路
交
撃
の
嬰
護
を
理
解
す
る
上
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
、
民
間
以

後
の
文
壊
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
歩
み
得
た
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
ハ
そ
の
芝
盤
)
を
、
う
ち
広
は
ら
ん
で
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
可
諮
性
を
示
し
た
一
人
の
人
物
と
し
て
‘
こ
こ
に
王
関
維
を
と
り
あ
、
げ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
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五
関
経
・
静
議
ハ
一
八
七
七
i
}
九
三
七
〉
は
、
、
一
般
に
、
蹴
腕
範
一
な
知
識
と
鋭
敏
な
直
観
と
を
か
ね
も
っ
た
考
讃
撃
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
彼
が
、
己
批
棲
夢
評
論
』
ハ
一
九
O
盟
年
〉
明
人
間
一
読
一
話
』
ハ
一
九
O
八
年
〉
な
ど
、
荷
舘
腕
か
の
評
論
を
著
わ
し
て
文
事
(
こ
と
に
通
俗
文
翠
た
る
戯

曲
、
小
説
〉
に
針
す
る
一
意
欲
的
な
毅
蓄
を
行
っ
た
の
は
、
そ
の
一
一
八
歳
か
ら
一
一
一
六
歳
ハ
い
ず
れ
も
数
え
年
〉
に
か
け
て
の
約
九
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
興
味
あ
る
の
は
吋
宋
充
戯
曲
史
』
ハ
ア
光
一
一
二
年
〉
を
最
後
と
し
て
、
文
字
ど
お
り
突
然
に
、
彼
が
文
謬
哲
皐
を
す
て
て
考
畿
の
準
に
走

ハ
1
〉

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
近

γ

賞
、
ド
イ
ツ
哲
纂
t

禁
事
の
影
響
の
濃
い
文
一
撃
認
識
に
た
っ
て
文
壌
を
論
じ
て
き
た
彼
が
、
思
い
半
ば
で
筆

を
折
っ
た
の
は
奇
妙
と
い
う
紙
一
が
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
蛍
狩
は
、
脅
撲
、
資
蹴
陣
頭
、
東
海
発
我
な
ど
の
-
新
し
い
文
準
認
識
が
、
い
っ
た
ん
は
挫



折
し
た
と
は
い
え
、
漸
漸
に
力
を
得
て
い
た
時
期
で
あ
一
る
。
染
除
廿
趨
一
援
の
一
磁
的
な
文
集

4

有
用
論
が
次
第
に
勢
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
時
期

で
あ
る
。

ム
ハ
鞠
自
り
鷹
室
に
歪
り
て
、
併
陀
の
教
へ
千
台
の
惑
を
極
は
め
た
り
。
此
れ
警
が
鶴
思
想
の
受
動
の
時
代
た
り
。
然
れ
ど
も
是
の
時
に

常
り
て
は
、
吾
が
鶴
間
有
の
思
想
と
印
度
の
思
想
と
ほ
互
に
相
ひ
並
行
し
て
格
ひ
化
合
せ
ざ
り
き
。
宋
儒
出
づ
る
に
吾
川
り
て
、
一
た
び
之

に
調
和
す
。
此
れ
又
、
受
動
の
時
代
由
り
出
で
て
粉
や
能
動
の
性
質
を
幣
ぶ
る
者
な
り
、
宋
以
後
自
り
以
て
本
朝
に
至
る
、
思
想
の
停

〈

2
〉

滞
、
略
ぼ
繭
漢
に
問
問
一
じ
き
な
り
。
今
日
に
歪
り
て
第
二
の
悌
敬
、
又
た
見
告
せ
り
。
西
洋
の
思
想
是
な
り
。

ア
手
、

γ
ス

俄
近
一
一
一
一
、
四
年
法
関
十
八
世
紀
の
自
然
主
義
、
日
本
の
介
紹
由
り
し
て
中
関
に
入
る
や
、
一
時
の
事
海
、
波
簿
沸
鴻
た
り
。
然
れ
ど
も
、

此
の
設
に
附
和
す
る
者
、
知
識
よ
り
出
づ
る
に
非
ず
し
て
情
意
よ
り
出
づ
。
彼
等
、
自
然
主
義
の
根
本
思
想
に
於
て
、
間
よ
り
警
に
し
て

(
3
)
 

知
る
所
無
し
。
聯
か
其
の
校
葉
の
認
を
借
り
て
以
て
政
治
上
の
自
的
を
遂
げ
ん
と
国
側
る
の
み
。

(必
同
仏
側
近
年
之
準
備
界
』
な
る
論
文
の
中
で
、
王
騒
維
は
、
右
の
よ
う
に
、
蛍
時
の
思
想
界
、
精
…
柳
界
を
把
握
し
か
っ
批
判
し
て
い
る
。

ωに

示
さ
れ
る
ご
と
く
、
娩
清
は
、
西
欧
へ
の
興
味
が
、
技
術
中
心
か
ら
よ
う
や
く
精
紳
思
想
の
域
に
ま
で
お
よ
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
震
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を
、
六
朝
・
麿
に
な
ぞ
ら
え
て
「
受
動
の
時
代
」
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
蛍
然
、
次
に
「
能
動
」
期
の
訪
れ
る
こ
と
を
志
向
し
て

い
た
と
み
る
べ
く
、

「
能
動
」
を
も
た
ら
す
の
は
、

J
新
聞
学
ハ
商
簡
単
〉
υ

に
議
じ
た
彼
ら
イ
ン
テ
リ
た
ち
の
義
務
で
あ
っ
た
c

し
か
し
、

一
九

二
年
常
時
の
中
間
が
、
ま
だ
「
受
動
」
の
端
緒
に
あ
っ
た
こ
と
は
か
く
れ
も
な
い
事
賞
で
あ
る
。
そ
う
い
う
時
期
に
お
よ
び
文
事
哲
撃
の
一
許
論

を
す
て
去
っ
た
の
は
、
何
と
し
て
も
踏
に
お
ち
な
い
。

ゾ
レ
ド

y

奇
妙
と
い
え
ば
、
王
関
維
の
評
論
に
は
、
嘗
時
の
文
拳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た

n
裳
鶏
υ

が
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ

ま
た
自
に
つ
く
現
象
で
あ
る
。
時
代
の
政
界
商
工
業
界
を
は
じ
め
と
し
て
、
風
搭
習
漬
か
ら
民
族
性
一
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
封
象
に
議
煮
の

鉾
先
を
む
け
、
そ
れ
ら
針
象
の
う
ち
に
ひ
そ
む
惑
や
赦
黙
を
貧
欲
に
暴
き
た
て
、
刻
扶
し
去
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
、
晩
清
文
壌
の
特
色
を
形
成

す
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
c

こ
の
傾
向
が
、

「
政
治
目
的
い
に
端
を
裂
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
が
つ
ま
り
は
嘗
時



の
げ
常
矯
υ

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
蓄
鰻
制
の
鰻
質
繁
革
に
よ
っ
て
鰻
制
擁
護
を
目
指
す
も
の
ハ
康
有
魚
、
梁
啓
趨
ら
の
い
わ
ゆ
る
改
良
採
〉
、
蕎
鰻
制

を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
し
て
新
鶴
制
の
樹
立
を
磁
ろ
う
と
す
る
も
の
(
孫
文
ら
の
革
命
抵
)
な
ど
、
「
政
治
目
的
」
に
相
違
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
な

り
に
日
常
潟
υ

を
も
つ
の
が
晩
清
文
畿
の
常
識
で
あ
っ
た
。
梁
磐
越
が
、
議
俗
譲
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
小
説
を
付
文
思
一
J

の
中
に
組
入
れ
た
の

も
、
げ
や
同
怨
μ

の
表
出
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
し
、

内

4
V

宇
和
一
そ
こ
に
お
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

か
の
林
野
(
琴
南
〉
に
お
い
て
す
ら
、
小
説
翻
謬
の
擦
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

主
観
維
の
評
論
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
。
州
側
に
開
閉
す
る
か
ぎ
つ
、

的
い
ハ
蛍
得
〉
を
否
定
し
さ
ろ
う
と
す
る
。
彼
も
ま
た
、
政
治
的
卦
丸
山
間
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
関
家
的
民
族
的
危
機
を
、 彼

は
「
政
治
目

い
く
た
び

か
つ
ぶ
さ
に
見
て
成
長
し
た
一
人
で
あ
る
。
そ
の
『
静
議
文
集
』
繍
腕
緩
自
淳
に
は
、

有
甲
午
之
役
、
始
知
世
俗
有
所
謂
新
挙
者
。
家
貧
不
能
以
資
供
遊
撃
。
活
極
快
快
一
芸
。

問
中
午
の
役
ハ
日
清
戦
争
〉
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
世
の
中
に
は
な
お
、
い
わ
ゆ
る
新
準
な
る
も
の
の
あ
る
ニ
と
を
知
っ
た
。
ハ
が
て
家
が
貧
し
く
て
遊
撃
す

る
だ
け
の
た
つ
き
が
な
く
、
日
夜
祭
七
ま
な
か
っ
売
。
云
云
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H

新
拳
μ

の
存
在
を
知
っ
た
の
は
一
九
歳
の
年
で
あ
る
。
こ
え
て
二
二
議
の
年
、
は
じ
め
て
上
海
に
赴
き
、
梁
ら
の

勺
時
務
報
ん
を
手
縛
う
か
た
わ
ら
、
緩
援
玉
門
下
に
え
り
、
~
日
濁
一
一
館
関
訟
を
一
治
め
、
新
謬
へ
の
夢
を
満
足
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
の
動
機
は
や

は
り
中
織
の
危
機
を
救
う
に
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
と
す
れ
ば
一
、
彼
の
評
論

〈

F

4

}

等
し
い
の
は
、
こ
れ
ま
た
踏
に
お
ち
な
い
・
現
象
で
あ
~
る
。

と
さ
え
述
懐
し
て
い
る
。

ぷ
器
用
μ

は
も
と
よ
り
、
時
代
に
針
す
る
護
費
す
ら
出
向
無
に

王
蹴
維
の
護
衛
〈
文
壊
fv

評
論
一
に
、
近
一
世
ド
イ
ツ
糊
概
念
論
が
な
ま
の
形
で
現
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ぼ
で
あ
る
。
ま
ず
、
義
術
(
文
準
〉
の
存
在

一
吋
思
議
に
つ
い
て
、
町
内
札
機
夢
評
論
。
向
(
以
下
内
評
論
巴
で
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

美
術
之
務
、
在
措
潟
入
生
之
苦
痛
輿
其
解
脱
之
道
、
市
使
吾
持
懇
生
之
徒
、
於
此
総
指
之
世
界
中
、
離
此
生
活
之
欲
之
争
関
市
得
新
聞
時
之
平



和
比
一
切
奨
術
一
之
問
的
也
。

謀
術
の
任
務
は
、
人
間
の
苦
悩
と
ハ
入
が
そ
こ
か
ら
〉
解
脱
す
る
道
と
を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
ご
と
き
生
に
汲
汲

と
す
る
平
凡
人
を
し
て
、
こ
の
按
拾
の
世
界
に
あ
っ
て
、
生
へ
の
欲
求
が
も
と
で
起
る
争
い
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
、
し
ば
ら
く
で
も
平
和
の
中
に
身
を
お
け

る
よ
う
に
し
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
こ
に
葱
衡
の
任
務
は
あ
る
。
こ
れ
が
す
べ
て
の
議
術
の
自
的
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
解
脱
」
は
、
む
ろ
ん
大
乗
併
教
の
複
繋
、
傍
陀
の
境
地
の
ご
と
き
を
一
意
味
す
る
け
れ
ど
も
、
王
関
維
の
場
合
、
こ
れ
を
得
た

品
ル
シ
ア
イ
ヌ

γ
ク

.7イ
γ

タ・
7
y

・w

〈

イ

ヒ

フ

ー

ル

ケ

ユ

テ

ル

γ
F

の
は
シ
ョ

i
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
か
ら
で
あ
る
。
シ
ョ

i
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
が
、
カ
ン
ト
の
「
現
象
」
と
「
物
自
鰻
」
か
ら
得
た
「
表
象
」

ヴ
イ
ル
レ

「
一
点
阿
倍
応
」
を
前
提
と
す
る
。
つ
ま
り
、

H

表
象
世
界
の
根
底
は
、
生
へ
の
盲
目
的
意
志
(
欲
求
)
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
「
生
い
は

「
苦
」
で
あ
る
υ
と
い
う
世
界
観
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
表
象
の
世
界
を
「
経
枯
之

盲
目
的
意
志
お
よ
び
そ
こ
か
ら
生
ず
る
苦
を
「
生
活
之
欲
之
争
開
」
と
い
い
か
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
「
生
活
之
欲
」
に
つ

陀
界
い
、

い
て
は
、
問
、
じ
く
『
評
論
』
の
中
で
、

犬
自
然
界
之
物
、
無
不
興
吾
人
有
利
輩
出
之
線
係
、
縦
非
直
接
、
亦
必
間
接
相
関
係
者
也
。

此
物
段
宥
興
一
札
口
人
有
利
害
之
繍
係
、
而
奇
人
欲
強
離
其
関
係
部
叡
之
、
自
非
天
才
量
有
及
此
。

( 55 ) 

そ
も
そ
も
自
然
界
の
物
は
、
わ
れ
わ
れ
と
利
害
蹴
係
に
な
い
も
の
は
な
く
、
た
と
い
直
接
で
は
な
い
に
し
て
も
、
必
ず
間
接
的
に
利
害
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ

る
。
か
く
て
、
物
ハ
人
間
、
お
よ
び
そ
の
精
紳
思
想
も
ふ
く
め
て
、
自
然
界
の
具
象
抽
象
あ
ら
ゆ
る
物
を
い
う
H

引
者
)
が
も
と
も
と
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と

利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
関
係
か
ら
強
い
て
離
れ
て
レ
て
(
物
)
を
離
ょ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
天
才
で
も
な
い
か
、
ぎ
り
、

そ
う
そ
う
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

と
い
う
。
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
い
と
な
み
の
根
源
を
、

月
生
へ
の
欲
求
μ

(

寸
一
意
志
」
)
に
締
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
以
上
、
現
象
・
賓
鰹
を
関
わ
ず
、

す
べ
て
の

H

物
μ

は
つ
意
志
」
の
針
象
〈
利
害
関
係
)
と
な
り
、
し
か
も
人
間
の
欲
求
は
無
限
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
人
間
は
、
す
べ
て
の
付
物
υ

望、一

(
科
書
樹
係
よ
り
生
ず
る
)
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。

然
物
之
能
使
五
何
人
超
然
於
利
害
之
外
者
、
必
其
物
之
於
吾
人
無
利
窓
口
之
関
係
部
後
可
。
易
一
一
倍
以
明
之
、
必
其
物
非
寅
物
雨
後
可
。
然
刻
美
術



持
寄
人
一
郎
能
忠
物
輿
我
之
関
係
市
観
物
、
則
夫
自
然
界
之
山
mm水
鎖
、
鳥
飛
花
落
、
間
無
佐
市
非
華
脊
之
麗
極
繁
之
土
也
。
量
務
自
然
界
市

己

。

人

類

之

一

一

一

一

阿

部

開

動

作

悲

歎

一

時

笑

、

執

非

美

之

毅

象

乎

。

ハ

以

上

『

評

論

』

〉

か
く
て
、
物
と
我
と
の
関
係
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
自
然
の
美
だ
け
で
あ
る
が
、
た
だ
、
人
間
は
美
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

こ
の
業
(
人
生
の
苦
痛
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
μ
物
μ

〉
の
創
造
こ
そ
嬰
衝
で
あ
る
、
と
い
う
方
向
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
生
観
は
、
二
十
代
か
ら
一
一
一
十
代
に
か
け
て
の
王
観
維
を
竪
く
捉
え
て
離
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
詩

の
中
に
い
く

u

と
か
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

我
身
部
我
敵
我
身
、
部
ち
我
敵

外
物
非
所
虞
外
物
、
虞
る
る
所
一
に
非
ず

人
生
兎
綴
株
人
生
、
協
一
棋
を
兎
れ
な
ば

役
物
関
有
鉱
物
に
役
せ
ら
る
こ
と
欝
よ
み
蝕
り
有
り
一
百
三
(
内
偶
成
二
首
』
其
一
v

己
自
身
が
己
の
敵
で
あ
る
以
土
J

外
物
な
玄
関
問
題
に
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
は
、
探
刻
な
管
機
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
韓
愈
は
『
、
途
高
関
上

一
〔

6
V、三

人
序
文
』
に
お
い
て
、
続
紳
の
究
震
を
強
調
し
た
が
、
主
欝
維
に
あ
っ
て
は
、
充
寅
さ
せ
る
べ
き
精
紳
す
ら
「
我
敵
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

我
生
れ
て
よ
り
三
十
載
、
一

役
役
と
し
て
割
問
予
の
か
な
ら
ず

如
何
ぞ
寓
物
の
長

自
ら
犠
と
牲
と
む
存
る

人
生
、
菅
だ
問
問
促

挽
的
帆
ち
悲
倖
多
し

何
足
以
滋
之
乎
。

我
生
一
一
一
十
載

役
役
苦
不
卒

{免ノ¥自如
イ印生作作j
多菅犠寓
悲痛興物
俸促牲長
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ハ
明
端
居
』
其
二
〉



引~~}ごレ』諸制一一一一

山
川
惑
が
故
広
叫
卵
、
ざ
五
一
に
一

二
一
へ
し
た
ア

紛
然
と
し
て
濁
り
相
鰯
じ
む
~

駿
爾
言
ふ
能
は
ず

¥
と
も

安
得
向
把
轡
安
ん
ぞ
得
ん
間
一
に
蹄
閣
を
把
る
を

人
間
は
、
高
物
の
長
だ
な
ど
と
い
い
な
が
ら
、
一
震
は
、
自
縄
自
縛
す
る
だ
げ
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
人
間
に
嫌
気
が
さ
し
て
自
然
に
濁
し
て

み
た
が
、
自
然
は
徒
に
「
婚
」
で
あ
る
だ
け
。
し
ょ
せ
ん
人
生
の
苦
悩
は
自
分
の
う
ち
に
求
め
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

内
評
論
』
で
は
、
H

人
生
の
苦
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
自
然
の
美
で
あ
る
υ
こ
と
を
い
い
、
詩
に
、
「
山
川
非
杏
故
、
紛
然
溺
相
婚
」

と
い
う
の
は
、
や
や
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
T
ー
も
あ
る
心
が
、
こ
れ
と
て
も
、
人
間
の
苦
し
み
は
、
人
間
界
の
中
で
は
解
決
さ
れ
な
い
の
だ
、
と

山
川
非
吾
故

紛
然
瀦
柏
競

嵯
爾
不
能
一
寸
前

(
明
遊
議
州
湖
心
亭
b
〉

い
う
認
識
に
た
っ
か
ぎ
り
矛
盾
で
は
あ
る
ま
い
。

一
評
論
』
の
冒
頭
に
、
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老
子
日
、
人
之
大
患
、
在
我
有
身
。
疫
子
臼
、
大
塊
載
我
以
形
、
勢
我
以
生
。
憂
患
輿
鉱
労
苦
之
輿
生
相
針
待
也
久
会
。

老
子
は
、
「
人
の
大
患
は
、
我
に
身
有
る
に
在
り
と
い
い
、
経
子
は
、
「
大
塊
我
を
載
す
る
に
形
を
以
て
し
、
我
を
努
す
る
に
生
を
以
て
す
」
と
い
っ
て
い

る
。
憂
患
と
労
苦
と
が
生
と
相
封
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
も
り
で
は
あ
る
。

シ
ョ

i
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
か
ら
得
た
人
生
観
を
老
、
荘
の
篇
に
求
め
て
設
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
人
生
側
慨
を
土
豪
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
繋
術
の
任
務
は
人
生
の
管
と
解
践
を
描
く
に
在
る
」
と
い
う
慈
街
認
識
も
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

解
説
こ
そ
人
生
の
正
道
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
生
の
輿
理
が
あ
る
。
主
慰
維
は
そ
う
し
た
結
論
を
み
ち
び
き
だ
そ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
義
館
は

と
い
う
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
、

人
生
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
消
極
的
な
面
し
か
も
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

長
術
之
知
識
、
全
震
直
観
之
知
識
、
市
無
概
念
雑
乎
其
間
G

(

中
略
〉
科
事
上
之
所
表
者
、
概
念
荷
己
実
、
美
術
上
之
所
表
者
、
期
非
概
念
又

非
悩
象
、
部
以
抑
制
象
代
表
其
物
之
一
種
一
之
全
態
。
部
上
所
一
諸
費
念
、
是
也
c



ヴ

イ

セ

リ

〆

一

、

議
術
の
知
識
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
直
識
の
知
識
で
あ
つ
で
、
そ
の
簡
に
概
念
(
抽
象
性
)
の
ま
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
(
中
略
)
科
事
が
問
題
と
す
る

も
の
は
概
念
じ
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
議
術
が
表
現
す
る
も
の
は
概
念
で
も
守
な
い
し
さ
ら
に
個
象
で
も
な
い
。
(
偶
象
を
描
き
は
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
儲
象

イ

デ

ー

を
も
っ
て
、
そ
れ
の
廃
し
て
い
る
九
九
鰻
像
の
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
(
こ
の
場
合
の
個
橡
は
〉
先
に
述
、
ベ
た
寅
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
の

i
(
)
は
引
者
。

〉

1
ノこ

e

ム
リ
入
/
l
円

山

久

M
O

4

一

〉

U
ゼ
日
づ
円
H

r

V

1叶
A

行、〆 よ
り
早
い
吋
叔
本
車
哲
拳
輿
教
育
率
競
』
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、

宗
向
島

4

家
輿
美
術
家
之
天
賦
』
で
は
、
同
様
の
こ
と
が
次
の
よ

之
能
力
之
後
展
。

人
積
年
月
之
研
究
、
市
一
日
…
銘
然
倍
宇
宙
人
生
之
真
理
、
或
以
胸
中
情
悦
不
可
捉
摸
之
一
意
境
一
日
一
表
諸
文
字
檎
蜜
彫
刻
之
上
、
此
間
彼
天
賦

人
が
長
年
の
思
索
の
結
果
、
務
然
と
し
て
宇
宙
人
間
の
異
理
を
繋
る
こ
と
、
あ
る
い
は
胸
中
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
て
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
一
意
境
を
文
章
や
檎

議
や
彫
刻
に
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
ベ
¥
彼
ら
ハ
哲
患
者
、
畿
南
舘
家

i
引
者
〉
が
天
斌
の
才
を
護
揮
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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宇
宙
や
人
間
の
岡
県
理
を
索
め
、
こ
れ
を
表
現
す
る
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、
積
極
的
活
動
で
あ
る
か
に
み
え
る
が
、
そ
の
最
も
積
極
的
部
分
で

あ
る
模
索
活
動
が
す
べ
て
人
間
慢
性
の
「
直
観
ト
弘
よ
っ
て
議
翠
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
自
ず
と
、
消
極
的
な
一
意
味
あ
い
し
か
も
ち
え
な

い
で
あ
ろ
う
り
つ
ま
り
、
こ
の
活
動
に
は
)
一
「
援
措
一
の
世
界
一
に
汲
汲
と
す
る
卒
凡
人
」
は
参
加
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ョ

i
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル

の
「
天
才
い
、
ニ

i
チ
ェ
の
「
趨
入
い
が
、
天
賦
の
一
車
離
に
よ
っ
て
、
う
っ
し
世
の
中
に
「
薬
理
い
を
感
知
す
る
だ
け
の
操
作
に
と
ど
ま
る
こ

と
に
な
る
。
王
磁
維
が
、
議
衡
を
コ
紳
撃
に
し
て
溺
立
の
鍵
趨
を
有
つ

L

Q
論
者
準
家
潟
美
術
家
之
天
職
己
と
す
る
の
も
、
こ
の
黙
に
由
来
す
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ス
薮
術
が
人
間
の
い
と
な
み
で
あ
る
か
ぎ
り
常
に
そ
う
し
た
漁
積
的
存
在
意
義
だ
け
を
主
張
し
は
し
な
い
。
王
関
経
の
資



作
が
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
彼
一
の
一
一
作
品
は
-
一
般
に
、
人
生
へ
の
穣
疑
を
あ
か

い
っ
た
ん
た
め
て
表
現
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
り
し
た
が
っ
て
、
そ
の
持
情
性
に
お
い

で
は
、
い
き
お
い
平
凡
と
な
ら
、
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
次
の
作
な
ど
は
そ
の
分
り
や
す
い
例
で

と
ど

何
れ
の
郷
か
我
を
務
ま
ら
し
む
る
に
堪
ふ
、
と

あ
た
か

況
も
多
岐
な
り

此
の
嬢
ひ
語
ら
ん
と
欲
す

よ

も

た

ち

ま

軒
韓
間
に
財
り
て
斗
ち
離
離
た
り

い
う
ま
で
も
な
く
吋
列
子
句
読
符
篇
の
「
大
道
以
多
岐
一
C
羊
い
を
一
意
識
し
て
の
作
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、

慈
出
有
大
偽
い
の
一
意
識
も
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
蘇
紙
の
有
名
な
一
勾
「
人
生
識
字
憂
患
始
」
令
指
蒼
静
静
選
堂
』
〉
の
一
境
界
と
は
似

て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
蘇
紙
の
場
合
は
、
す
で
に
古
川
博
去
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
月
薄
物
μ

の
立
場
一
か
ら
「
人
生
の
多
面
さ
を
多
角
な

(
?
〉

は
で
見
る
い
此
税
の
哲
率
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
悲
哀
を
止
揚
」
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
王
制
附
維
は
、
た
ぶ
ん
蘇
械
な
ど
を
も
意
識
し
つ
つ
も
、

し
か
も
あ
ま
り
に
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る
。
彼
の
詩
に
「
止
揚
」
な
ど
は
求
め
え
な
い
。
そ
の
一
意
味
で
は
、
同
じ
清
朝
の
中
畑
掛
か
ら
末
期
に
か
か

試
問
何
郷
場
審
我

欲
求
大
道
花
多
岐

人
生
滋
麗
唯
存
悔

知
識
増
時
紙
金
疑

欲
話
此
懐
誰
輿
共

府
階
湾
問
問
起
斗
離
離

内
部
の
感
情
を
、

い
反
一
湖
、
詩
的
援
怒
と
い
う
一
郎

試
み
に
間
は
ん

大
滋
を
求
め
ん
と
欲
す
る
も

人
生
過
ぎ
し
蕗

慌
た
悔
を
存
す
る
の
み

知
識
増
す
の
時

紙
?と
疑
を

誰設
とす
興との

会もみ

力、

せ
ん

(
円
六
月
二
十
七
日
街
校
一
石
h
〉
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2
4子
b

十
八
一
章
の
「
智

脱
版
繭
中
前

る
行
情
詩
人
・
報
開
自
珍
と
も
資
質
を
異
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
。

ザ
史
民
尺
ニ
る
ほ
酬
明
わ
'
〉
活
問
削

品
出
血
で

T
Z刊
誌
出
問
仁
一

d
h
m

自
縛
滋
白
鎖

探
訪
い
足
早
ト

A
M
I
-汁
w
r
f
'
H
l
I
，h

紙
待
紫
者
選

自
ら
縛
り
還
た
自
ら
鍛
つ

鈴
を
解
か
ん
成
一
領
の
下

紙
だ
待
て
繋
ぐ
者
還
る
を



大
患
留
在
我

他
求
寧
非
議

他
に
求
む
る
は

大
窓、
関
よ
り
我
t二

重罪 在
ろり
一日~~
く日

非
ず
や

ハ
円
偶
成
二
宮
』
其
二
一
〉

援
恕
は
、
先
に
あ
げ
た
町
偶
成
』
其
一
と
ま
っ
た
〈
同
一
じ
も
の
で
あ
る
の
人
間
と
は
、

し
ょ
せ
ん
読
の
よ
う
な
も
の
。
自
ら
を
締
り
、

ま
た

そ
の
あ
な
壊
め
は
自
ら
の
手
で
す
る
の
で
あ
る
。

「
解
鈴
一
い
一
声
々
と
は
「
解
鈴
繋
鈴
い
な
る
俗
語
に
よ
っ
た
も
の
で
、

H
Fず
、
二
議
主
ム
￥
℃

寸

8
し
ず
議
ト
;
ヵ
，
Z
N

ほ
ど
の
一
意
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
詩
援
は
、
ま
た
ウ
評
論
』
一
の
中
に
も
現
れ
る
。

コ
札
機
夢
』
の
冒
頭
一
部
、
女
娩
が
補
天
に
使
い
あ
い
ま
じ
た
石
に
つ
い
た
語
ら
れ
る
鐙
所
を
引
い
て
、

此
可
知
生
活
之
欲
之
先
人
生
前
存
在

1

部
人
生
不
遜
此
欲
之
議
現
也
。
此
可
知
奇
人
之
鐙
落
由
吾
人
之
所
欲
、
市
一
意
志
自
由
之
罪
悪
也
。

〈
補
天
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
石
が
、
自
ら
の
非
才
を
嘆
き
、
自
ら
を
鍛
錬
し
た
と
い
う
〉
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
生
の
欲
は
人
生
に
先
ん
じ
て
あ
る
の
で
あ

り
、
人
生
と
は
こ
の
生
の
欲
の
現
れ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
知
れ
よ
ラ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
破
滅
が
わ
れ
わ
れ
ハ
自
身
〉
の
欲
求
す
る
も
の
に
起

因
し
て
お
り
、
意
志
を
気
ま
ま
に
さ
せ
る
罪
で
あ
る
一
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
稜
想
が
治
被
伎
に
つ
な
が
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
彼
の
詩
作
は
ま
た
一
方
に
、
次
の
よ
う
な
文
暴
論
を
必
要
と
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し
た
の
で
あ
る
。

者
人
内
界
之
思
想
感
情
、
卒
時
不
能
誇
詩
人
或
不
能
以
栓
語
表
之
者
、
於
文
一
挙
中
、
以
無
人
輿
我
一
定
之
関
係
故
、
故
得
傾
倒
市
出
之
。

わ
れ
わ
れ
の
内
面
に
ひ
そ
む
思
想
平
感
情
は
、
ふ
だ
ん
で
は
、
こ
れ
を
入
に
訪
れ
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
大
吉
社
謡
を
も
っ
て
し
て
も
い
い
表
わ
せ
な
い
と

か
で
あ
っ
て
も
、
女
暴
の
世
界
で
な
ら
ば
)
十
人
と
自
分
と
の
間
に
定
っ
た
関
係
、
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
い
い
つ
く
せ
る
の
で
あ
る
c

人
の
思
想
感
情
と
い
う
も
の
は
ち
時
に
そ
の
譲
境
か
ら
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
た
と
い
、
一
時
的
に
環
境
一
の
影
響
下
に
従
一
わ
、
ざ
る
を
え
な

い
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
矛
盾
す
る
と
離
反
し
て
い
く
と
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
外
物
」
は
、
常

に
矛
盾
・
離
反
を
抑
一
摩
す
る
力
、
と
な
っ
て
作
用
じ
て
く
る
。
こ
の
と
き
、
人
は
人
間
関
係
(
物
と
我
と
の
鞠
係
)
の
な
い
世
界
、
つ
ま
り
襲
術
の



世
界
に
、
感
情
を
吐
露
し
よ
う
ん
と
す
る
。
霊
協
雑
誌
自
ら
の
詩
作
を
と
お
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ー
整
備
制
の
も
つ
積
藤
一
砲
を
も
肯
定
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
被
が
、
抽
象
的
な
融
機
術
論
か
一
ら
i

や
や
具
象
牲
を
帯
び
た
文
論
、
詞
論
を
行
っ
た
の
も
、
こ
の
事
情
を
物
語
る
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
宋
元
戯
曲
史
"
均
一
の
中
で
、
党
助
の
よ
さ
は
、
そ
の
文
章
に
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

文
章
之
妙
、
亦
一
言
以
蔽
之
問
、
有
一
慈
愛
一
向
日
会
。
何
以
鶏
之
有
意
境
。
~
日
、
湾
南
剣
山
ル
人
心
騨
、
鶏
景
別
在
人
耳
目
、
述
事
例
別
如
其
口
出

是
也
。文

章
の
妙
に
つ
い
て
も
、
一
言
で
こ
れ
を
い
え
ば
、
意
境
を
も
っ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
で
は
、
意
境
と
は
何
か
と
い
う
に
、
心
情
を
措
い
て
は

人
の
心
に
し
み
こ
み
、
紫
色
を
描
い
て
人
の
耳
自
に
あ
り
あ
り
と
現
れ
、
事
柄
を
描
い
て
は
窓
際
に
諮
り
か
け
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
の
を
い
う
の
で
あ

る

。

(

「

元

劇

'

之

文

章

」

〉

こ
の
げ
一
意
一
境
υ
が
、
司
人
間
認
話
h

に
現
わ
れ
る
つ
境
界
」
で
あ
る
。

的
認
以
境
界
震
最
上
。
有
境
界
知
恵
成
高
格
、
自
有
名
詞
。

詞
は
境
界
を
以
て
最
上
と
矯
す
。
境
界
有
れ
ば
剣
ち
自
ら
高
格
と
成
り
、
~
自
ら
名
句
有
り
。

伸
文
皐
之
事
、
其
内
足
以
櫨
己
、
郊
外
足
以
感
入
者
、
意
興
一
境
ニ
者
部
己
。

文
阜
の
事
と
す
る
、
共
の
内
一
は
以
て
己
を
磯
ぷ
る
に
足
り
、
~
外
は
以
て
人
を
し
て
感
ぜ
し
む
る
に
足
る
者
は
、
一
意
と
一
境
と
二
者
の
み
。

け
境
非
濁
謂
景
物
。
喜
怒
哀
楽
、
亦
人
心
中
之
一
境
界
。
故
能
詩
情
民
景
物
員
感
情
者
、
謂
之
有
境
界
。

く61) 

一
境
と
は
濁
り
景
物
の
み
を
謂
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
喜
怒
哀
築
も
亦
人
心
中
の
一
一
境
界
な
り
。
故
に
能
く
異
景
物
、
真
感
矯
を
寓
さ
ば
之
を
境
界
有
り
と
は
謂

ふ
な
り
。

げ
一
境
界
υ
と
は
、
鈎
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
措
く
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
も
つ
ム

i
ド
(
い
わ
ゆ
る
、
げ
に
ほ
ひ
υ
、
ひ
び
き
H

な
ど
〉
を
も

描
き
き
っ
た
世
界
を
い
う
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
描
か
ん
と
す
る
針
象
の
も
つ
ム

i
ド
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
天
才
の
能
力
を
必

要
と
す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
必
ず
し
も
神
秘
的
な
才
が
要
求
さ
れ
は
し
な
い
。
封



象
を
よ
り
正
確
に
措
鶏
せ
ん
と
す
る
積
極
的
な
努
力
と
美
意
識
の
ほ
う
が
、
い
っ
そ
う
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

客
観
一
之
詩
人
、
不
可
不
多
関
世
。
関
世
愈
深
‘
剤
、
材
料
愈
翠
富
-
知
山
第
化
。
水
器
簿
、
紅
棲
夢
之
作
者
、
是
也
。

客
離
の
詩
人
は
、
世
を
関
る
こ
と
多
か
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
世
を
関
る
こ
と
愈
と
深
け
れ
ば
、
削
別
ち
材
料
愈
と
叫
府
軍
出
誌
に
L
て
食
ゆ
と
料
費
化
あ
り
。
水
諭
簿
、
紅

楼
夢
の
作
者
、
是
な
り
。

四

ゾ
レ
レ

γ

王
関
維
の
評
論
に
は
げ
常
魚
川
が
な
い
。
少
く
と
も
常
時
の
文
撃
界
が
目
指
L
た
一
意
味
で
の
1

誉
議
u

は
な
い
。

彼
に
あ
っ
て
は
、
付
人
生
邸
菅
川
な
の
で
あ
り
?
こ
の
苦
か
ら
逃
れ
る
方
法
は
解
殺
に
し
か
な
い
G

し
か
し
解
般
は
天
才
に
の
み
許
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
凡
人
は
、
天
才
に
よ
っ
へ

H
4

境一界
μ

仁
慰
籍
を
求
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
ょ
せ
ん
逃
れ
ら
れ
な
い

苦
憐
の
世
界
(
授
精
と
一
ず
る
套
は
、
解
殺
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
一
関
の
綜
を
犠
牲
と
一
す
る
こ
と
を
強
い
る
だ
け
に

悲

劇

で

あ

る

。

た

叫

し

?

て

描

か

れ

た

一

と

き

、

人

は

そ

れ

を

ひ

と

つ

の

客

鰻

と

し

て

跳

め

る

ζ

と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
人
は

f
境

問

た

一

方

-

こ

の

よ

う

な

世

界

は

、

倫

理

の

問

題

と

密

接

な

関

係

を

も

つ

こ

と

に

な

る

。

と

い

う

の

も

、

解

脱

乞

破

壊

す

る

こ

と

に

も

な

り

か

ね

な

い

か

ら

で

あ

る

。

か

〈

て

、

王

関

維

の

襲

術

ハ

文

謬

)

論

に

お

け

る

描

扇

面

か

ら

許

僕

さ

れ

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

奨

檎

之

僚

値

一

、

制

鎖

的

穣

健

也

二

共

一

材

料

取

諸

人

生

、

薬

理

想

亦

一

説

入

生

之

鉄

路

泌

氏

、

市

趨

於

其

反

封
一
一
一
方
福
ι
如

ル

之

夫

生

中

]

一

始

一

有

鎮

値

耳

。

ハ

中

略

〉

美

被

之

償

一

盤

、

存

於

使

人

離

生

活

之

欲

、

市

入

於
純
粋
之
知
識
。

く62) 

で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
離
れ
た
一
経
針
的
笹
値
を
も
っ
て
い
は
な
い

い
て
そ
の
逆
の
方
向
を
羽
指
す
の
で
あ
る
ひ
こ
の
よ
う
な
惑
術
は
、
こ
の



あ
る
が
ま
ま
の
現
銀
、
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
(
入
生
)
の
中
で
こ
そ
寵
鐙
を
も
つ
の
で
あ
る
。

イ

ラ

i

れ
さ
せ
て
純
粋
な
知
識
の
世
へ
二
一
と
ひ
き
い
れ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
間
の
本
質
が

y
生
へ
~
の
欲
一
υ
で
あ
り
グ
一
こ
こ
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
こ
そ
生
き
る
遂
で
あ
る
と
い
う
論
理
は
、
ぞ
れ
r

自
殺
、
矛

盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
き
ん
と
す
る

J
意
志
υ

を
断
つ
た
め
に
、
人
は
新
た
に
生
き
る
H

一
意
志
υ

を
か
き
た
て
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
人
が
そ
の
感
惜
を
吐
露
す
る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
主
関
維
が
「
政
治
目
的
」
ハ
裳
箆
〉
を
否
定
し
た
の
は
、

政
治
を
豆
大
な

J
意
志
υ
と
み
な
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の

J
意
志
υ
で
あ
る
よ
う
に
、

ハ
中
略
〉
畿
術
の
伎
鑑
は
、
人
を
、
そ
の
生
へ
の
欽
か
ら
離

経
拾
の
な
い
世
界
(
文
謬
〉
を
創
造
す
る
こ
と
に
慰
籍
を
求
め
る
の
も
ま
た

J
意
志
υ

で
あ
る
。

矛
盾
を
知
る
う
え
で
も
っ
と
も
示
唆
的
な
の
は
、

こ
の
よ
う
な
、

王
関
維
の
内
面
に
存
夜
し
た

『
静
議
文
集
』
正
糠
.
橋
篤
の
各
序
文
で
あ
ろ
う
。

自
滋
ハ
卯
之
夏
以
一
金
甲
辰
之
各
、
皆
輿
叔
本
華
之
童
四
潟
伴
侶
之
時
代
也
。
其
所
尤
憾
心
者
、
附
則
在
叔
本
翠
之
知
識
論
。
汗
徳
之
説
得
悶
之
以
上

窺
然
。
於
茶
人
生
哲
率
、
嚇
慨
其
観
察
之
精
鋭
輿
議
論
之
犀
利
、
亦
未
嘗
不
心
怜
…
聯
繋
也
c
後
漸
究
其
有
矛
腐
之
庭
c
ハ
中
略
〉
旋
悟
叔
氏
之
説

半
出
子
其
主
観
的
気
質
、
而
無
期
開
予
客
観
的
知
識
。

( 63 ) 

決
卯
ハ
一
九
O
一
一
一
年
目
党
縁
一
二
九
〉
の
夏
か
ら
一
甲
辰
(
一
九
O
周
年
ν

の
忠
告
に
か
け
て
は
、
シ
ョ

i
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
著
作
を
件
招
と
し
た
時
代
で
あ
る
。

最
も
心
に
か
な
っ
た
の
は
、
シ
ヨ
一
i
ベ
シ
ハ
ウ
エ
ル
の
観
念
論
で
あ
一
っ
た
。
ヵ
γ
ト
の
設
も
こ
れ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
人
生
哲
事
で
は
、
そ
の
観
察
~
の
競
E
~
さ
、
論
理
の
鮮
や
か
さ
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
ほ
ど
爽
快
に
気
分
の
な
ご
ん
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
c

が
、
後
、
次
第

に
、
そ
こ
に
矛
盾
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
た
の
だ
っ
た
。
〈
中
略
〉
反
轄
し
て
、
一
シ
ョ
!
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
事
設
に
、
そ
の
卒
、
ば
が
主
観
的
感
情
に

流
れ
て
い
て
、
客
観
的
観
念
と
は
無
縁
で
あ
る
と
梧
令
た
の
で
あ
一
る
c

自
序
)

余
波
子
哲
翠
有
日
余
。
哲
率
上
之
説
、
大
都
可
愛
者
不
可
信
、
南
可
信
者
不
可
愛
。
(
中
略
〉
部
近
日
之
踏
切
好
、
所
以
漸
由
哲
愚
ナ
市
於
文
壊
、

市
欲
於
英
中
求
恵
一
諜
之
慰
籍
。

私

が

哲

壌

に

倦

ん

で

か

ら

も

う

し

ば

ら

く

に

な

る

。

お

お

む

ね

ー

ず
な
の
で
あ
る
。
(
中
，
時
)
そ
し
て
近
墳
の
野
み
が
、
次
第
に
哲
壌
か
ら
女
暴
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
も
、
文
撃
の
中
に
直
接
の
慰
め
を
求
め
ん
が
た
め
な p 

rコ



の
で
あ
る
。

「
文
撃
に
慰
吋
絡
を
求
め
ん
と
欲
」
し
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

ハ
『
嬢
篇
』
自
序
)

H

蛍
鶏
μ

を
庭
理
し
解
続
を
麗
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
哲
事
の
世

〈

S
〉

界
で
こ
れ
を
は
た
す
こ
と
に
不
安
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

H

文
撃
は
文
皐
だ
μ

と
し
、
文
事
を
H

政
治
や
教
育
の
手
段
と

〈

9
〉

す
る
の
は
、
文
率
の
も
つ
一
紳
撃
さ
を
演
す

γ

も
の
で
あ
る
υ

と
す
る
立
場
は
、
政
治
と
い
う
豆
大
な
η

一意志
H

の
訴
に
は
あ
ま
り
に
徴
力
で
あ
る

侍
え
て
い
る
。

と
と
も
に
、
五
関
維
の
士
大
失
意
識
が
、
こ
れ
に
密
執
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
文
は
、
そ
う
い
う
彼
の
苦
矯
を
よ
く

倫
倍
長
夜
間

漫
漫
不
知
螺

旨
蓄
銑
以
馨

桑
土
又
一
声
腐

欲
従
鴻
一
鵠
朔

鍛
羽
不
能
逮

(注〉

務
締
た
り
長
夜
の
関

旨漫
慈漫
既と
?こし
馨て
を曙
以を
て知
すヘら
るず

鴻築
鵠ごと
に 又

議従ーた
なひ瀦
るーとな
能飛~ち
は二はと
ずどん云

と ふう
欲
す
も

( 64 ) 

鍛
羽

(
吋
雑
詩
一
一
一
首
』
英
二
〉

ハ
1
〉
カ

γ
ト
、
シ
ョ
ー
ベ
シ
ハ
ウ
-
品
開

7・1

チ
ェ
な
ど
の
影
饗
が
強
ノ
ヘ
、
こ
と
に
、
シ
ョ
ー
ベ

γ

ハ
ウ
エ
ル
の
立
紳
士
山
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』

(.65

巧
ユ
是
認
志
向
ゆ
広

Z
-〈
0
3窓
口

5
m
L∞5
3〉
に
は
強
く
影
響
さ
れ
た
ァ
ま
た
、
一
九

O
問
、
五
年
ご
ろ
か
ら
は
、
シ
認

'es--'
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
力
へ

の
「
意
志
」
垣
正
ゆ
か
ら
ぶ
l
チ
エ
の
「
カ
へ
の
意
志
」
者
一
口
F

N

C
吋
記
号
プ
刊
に
魅
か
れ
「
趨
人
」

C
Z円翠
3
2
7
を
首
肯
す
る
に
査
る
。
内
評
論
h

に、

「
天
才
者
出
、
以
一
其
所
概
物
鼠
然
人
生
中
者
、
復
現
之
於
奨
街
中
、
荷
盤
中
智
以
下
之
入
、
亦
悶
其
物
輿
己
無
関
側
孫
、
一
間
超
然
於
利
害
之
外
」
と
い
う
の
は

シ
ョ

1
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
世
界
一
で
あ
る
が
一
司
判
明
純
一
議
悼
の
「
務
ト
入
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
」
「
詩
人
規
一
切
外
物
、
皆
瀞
戯
之
材
料
也
」
な
ど
は
、
ニ
ー

チ
ェ
か
ら
の
彰
響
で
あ
る
D

ハ
2
〉
向
山
側
近
年
之
事
術
界
岡
島
六
朝
器
於
衝
撃
、
顎
梯
陀
之
教
極
4
1

吉
之
盛
換
。
此
箆
寄
鶴
思
想
受
動
之
時
代
。
然
意
是
持
、
石
摺
間
有
之
思
想
興
印
度
の
忠



想
瓦
相
並
行
、
部
不
相
化
合
。
布
一
一
調
和
之
、
此
叉
出
受
動
之
時
代
出
、
間
檎
桃
川
能
動
之
性
質
表
也
。
自
宋
以
後
以
一
山
市
一
本
朝
、
思
想
之
停
滞
時

間
於
南
漢
。
一
室
今
日
、
市
第
二
之
僻
教
又
見
告
突
。
間
洋
之
思
想
是
也
。

〈

3
〉
『
同
一
前
』
、
近
一
一
一
一
四
法
1

一
関
十
八
世
紀
之
自
然
主
義
、
一
樹
日
本
之
介
紹
一
邸
入
於
中
間
問
、
一
時
撃
海
、
波
路
沸
部
長
。
然
開
和
此
読
者
、
非
出
於
知
識
部
出
於

情
一
窓
。
彼
等
於
自
然
主
義
之
根
本
思
想
、
間
雄
官
無
所
知
。
聯
信
其
枝
葉
之
話
、
以
翻
途
其
政
治
上
之
目
的
ヰ
。

〈

4
〉
た
と
え
ば
、
吋
黒
奴
鯨
天
錬
』
(
州
内
・
出
・
∞
S
J
4
9
1・C
2
r
、同，
D
5
J

の
m
F
E
S
¥輸
の
詳
〉
序
に
、
「
其
中
泉
述
閥
抗
…
奴
楼
朕
、
非
於
絃
悲
就
、
其
原
書
所
常
鋒

者
、
鰯
賀
穂
之
将
亡
、
間
街
一
愈
生
其
悲
懐
ヰ
。
‘
方
ム
サ
議
訟
者
臼
謬
照
不
可
喰
替
、
部
一
傾
心
彼
族
者
又
誤
信
回
人
宛
待
其
漆
嵐
、
附
限
鰐
然
欲
趨
市
附
之
。
則
一
品
向

者
之
是
以
敵
醗
之
者
、
寧
云
少
銭
。
」
ま
た
同
一
践
に
、
「
今
嘗
饗
政
之
始
、
碕
一
背
番
趨
成
、
人
人
段
鶴
来
故
紙
、
勤
求
新
率
、
期
混
同
書
雄
理
浅
、
亦
足
矯
振
作

志
策
、
愛
関
保
種
之
一
助
O
L

と
い
う
。

(
5
〉
わ
ず
か
に
吋
評
論
b

の
中
で
、
中
関
人
の
民
族
牲
に
(
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
菅
溺
人
之
精
一
柳
、
世
間
的
也
、
楽
天
的
也
。
故
代
表
其
精
一
柳
之
戯

曲
小
説
、
無
住
而
不
著
此
柴
天
之
色
彩
、
ハ
中
略
〉
桃
花
回
腕
、
政
治
的
也
、
閣
民
的
也
、
藤
史
的
也
。
紅
接
夢
、
哲
準
的
也
、
宇
宙
的
也
、
文
準
的
也
。
此

紅
楼
夢
之
所
以
大
背
於
若
園
人
之
精
紳
、
而
其
伎
鑑
亦
邸
存
乎
此
。
」

(
6
)
荷
可
以
寓
其
巧
智
、
使
機
膳
於
心
不
挫
於
策
、
期
紳
完
市
守
閥
、
難
外
物
一
説
、
不
謬
於
心
。

〈

7
〉
ウ
中
間
詩
人
選
集
ニ
築
h

宋
詩
概
説
、
二
一
一
間
真
。

ハ
8
〉
宗
側
近
年
之
皐
術
』
、
女
皐
有
自
己
之
償
鑑
。

ハ
9
〉
吋
同
右
』
、
観
近
之
文
阜
、
亦
不
重
文
事
自
己
之
償
催
、
市
唯
観
視
川
政
治
教
育
之
手
段
、
輿
哲
向
島
γ

無
典
。
如
此
者
、
其
一
競
演
哲
事
典
文
関
学
之
榊
聖
之
罪
、
間

不

可

遣

。

ハ

大

間

学

院

修

士

課

税

〉
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